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外耳道に温度刺激を与えることによって生ずる前庭反応にはいくつかのものが考えられ

るが,ほとんどの施設では日常的に計測 ･記録しているのはそのうちの眼鼠 すなわち前

庭眼反射のみであろうと思われる. しかしながら,中枢 ･末梢疾患を問わず,平衡障害の

ある患者の前庭機能検査においては前庭入力に反応する他のシステムについても考慮する

必要がある.大脳への出力は自覚的なめまい感をおこし,自律神経系への出力は心拍数の

変化などの自律神経反射をおこし,脊髄への出力は筋緊張の変化をおこす.著者は図 1に

示 した神経経路のうち,上に向かう経路すなわち前庭日月反射に加え,下に向かう経路すな

わち前庭脊髄反射に注目し,その 1つである前庭頚反射の大きさを回転光縞センサーであ

るエンコーダーを応用した ｢3次元回転枕｣によって計測 した.

[目的]

正常者と神経疾患患者において外耳道温度刺激時の前庭額反射を計測 ･記詩し,両群の

差について検討する.脊髄小脳変性症の症例の中に,外耳道温度刺激時に温度眼振か誘発

されないものがあることが知られているが,その神経耳科学的意蕪について考察する.

[方法]

1.頭部運動の記載法 (Y,S,Wについて)

一般に空間における立体の存在状態は3次元直交座標軸上の平行移動を表す3つのパラ

メーターと,各座標軸を中心とした回転運動を表す 3つのパラメーターの.合計6つのパ

ラメーターによって表現することができる.温度眼振検査時の頭部運動を考えると,平行

移動のうち上下方向と前後方向についてのパラメーターと回転運動のうちPitchlngは固定

されているので,Yawlng(頚椎を軸とする回旋運動 - Yと略記), Rolllng(前碩面

内の扇状運動 - Rと略記するとrightもしくはr･otat10nと紛らわしいため本論文中では

＼VIPeringと呼び,lVと略記することにした)および Slldlng(左右-の平行移動 -S
と暗詰)の3つのパラメ-タ-で頭部運動を記戟することができる (図2).実際には頭

部は有限の可動性を持つ頚部によって胴体に連結 しているので.Y. S.Wの3つのパラ

メーターは互いに独立なi)のではない. YとWがそれぞれ単独のパラメーターとして動 く

状況は十分考えられるか,Sのみが動 くという状況は実際の人体では癌めて考えにくく.

むしろSは＼Vに従属 して動 くと考えるのか自t:A-である.郡笑.I('2述するように全411症例

における根詞ではSとWは互いに高い相 法順J係を有 していた.このたれ 本論文ではSを

除外 し,主としてYとWのデータについて根討することにした.

2.根歪芸道について

回転光縞センサーであるエンコーダーを応用した ｢3次元回転枕｣を･iq〔入した.ホ裟芯

は水平両に対して300の怖斜を持ったheadrcsLにラEi部を枇せることにより頚fili逆葬)JをY

.S,Wの3成分に分けて計測するものである.各成分の楯山1.,LIS分の トルクは,Yl300g

cnl,S 70g,W 330gcmであった (図3) これを'.lii気眼振図 (rING)の記録yt-'芯に
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t到3 ~3次元剛 1-.･批 このy相fを用いてY, S,Wを計.lPJLI:

描#LL,加えて通常のENG記録として眼球位置波形 (原波形.時定数3秒).眼球速度

波形 (微分波形,時定款003秒)および速度波形の接徐相の3つを記享果した したがって

,合わせて6チャンネルの同時記録となった.紙送 りの速度は3nTn/secとLI.:.

3 温度眼振検査の手技について

被横着を仰臥位に寝かせ.頭部は ｢3次元回転比｣に擬せて30●学上 した.これは内耳

の外側半規管が鉛直面に含まれる頭任であり.温度眼振誘発のための室適条件である.樵

査開始前に被検者に検査中は頭も眼も正面を向いているようにと指示 した 初めに頭部を

左へ回旋し右耳内に20℃のホ2mlを注入しスポイ トを用いて20秒間にわたり柁拝 し.その

後,頭部を正面任に戻し頭部運動の記録を開始 した.この時点で照明を消 し暗所開眼の条

件としたが.注水開始から1分後に照明をつけ眼前の視標を注視させ温度眼振の視性抑制

の検査をした後,再び暗所開眼とした,記諒時間は原則として10分rEILJ以上としたか,シリ

ーズの末期には5分間程度に留めた場合もあった 右耳の検査終了後にY成分の較正を行

い,5分間程度の休憩の後に左耳について同様に検査 した,右耳と左耳の検査の間隔は長

いほうが望ましいが,15分間以上あけることは臨床検査としては困難と考えた また,同

様の理由で大部分の症例においては冷温交互の注71く試験は行わず.冷水による検査のみを

行った.右耳 ･左耳それぞれの検査終了時にめか ,感の有無をたずねて記載 した めまい

感について正常者と背馳小脳変性症患者で異なる結果が縛られたか,これについては他の

論文で報告する予定である.

【対象〕

1987年2月から1990年3月までに都立神経病院神経耳科で平衡機能検査を施行した411

名の被検者のうち,正常被接着38名 (年齢 ~4529±1412歳,男 女-30:8)と脊髄小

脳変性症 (SCD)の患者63名 (年齢 5219±1339歳,男 女-33 30)を対象とした

(表 日 .正常被横着としては耳疾患,神速疾忠の既往のない人を選び,根査の趣旨を説

明し了東を得た SCDの病型別の症例数についても乗1に示す なお.全てのデータの

揃わない症例もあるため個々のデータ処理において対象となる症例数は異なっている

〔前庭覇反射の記録の例〕

前庭頚反射の記録C)1例を図4に示す 記録は抱上段から順に,① 1秒のtlneSCale,

②水平の眼球†立道肢形 (時定数3秒).③7水平のEI朋 F=速度披形 (時定数003秒).①水平

の眼球速度波形のうちLl尺ii'(幸J2絵絹のみを｣映り山し7'=71L形,(9Y.(むS.⑦W を示す Y

とWは回転iW.))であるからili位は ｢IiiF｣であり,Sは平行彬勤であるからlLLl立はnmである

YとSのチ ＼-ンネルは記録の上プIが右.下プIが;i_を示す ＼Vのチ ＼ンネルはかさ鼓の製作

｣二のf;ll合で記録の上方か左.下プJJが右となっている.Y.S,Wの(laの計抑=こあたっては

.ラfi部が各パラメーターについて伶7上(注入†l"JにJIJJいたときにIliのlLh 逆向きにJ･))いたとき

にrLのlLEを服るものとしf= 右耳iヨ三7T(El寿のY.S.＼VのlLILを校正的にそれぞれ右Y.右S

.右Wと表示 し.左月は林崎についても同様に左Y./A-_S.在＼〉とま三示することにした

Yナ †･ンネルについては分l空ltf,をmいてラ姻 ;を一定1IJJ空gtJJかして較正することが必嬰で
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表 1

[対象]

1987年2月から1990年3月までに都立神経病院神経耳科で

平衡機能検査を施行 した411名の被検者の うち

正常被検者 38名 (45.29±14.12歳,男 :女 -30:8)

脊髄小脳変性症患者 63名 (52.19±13.39歳,男 =女-33:30)

OPCA(麦農畜の明らかで1,,いもの)27名

OPCA(Menzel型) 9名

HoJmes型 4名

Joseph病 4名

SCD(宗雪舟妻桐 ･京王) 19名

OPCA:才IJ-7琵糾 ,S亭書∈

SCD:TT糾忘安江壷

25日 1′ 2●
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図4 前庭頚反射の記=E黄の 1例.記録は最上段から順に,(Dl秒のtimescale,②71く平の

眼球位置波形 (時定数3秒).③水平の眼球速度波形 (時定数0.03秒),⑥水平の

眼球速度波形のうち順抜托徐相のみを収 り出した波形,⑤ Y.⑥S.⑦Wを示す.



あるが.SとIVのチャンネルについては -3次元回転枕･の動きとして絶対値を知ること

ができる.後述するように大多数の例で前庭頚反射の各パラメーターは正の値を取った

- すなわち頭部は冷水注入の側に向かって動いた.この動きは注水開始から約 2分の時

間経過でゆっくり動くものであり,被横着の意思による意図的な動きや,注水開始直後の

逃避反応的な動きとは容易に区別できる.

【検討項目]

次の4つの項目について検討 した.

[1〕Y,Wの値

[2]Y,Wと温度眼振最大緯徐相速度 (SPVmax)との関係

[3]Y,Wと年齢との相関

[4]Y,Wおよび温度眼振の時間経過

[結果]

[1]Y,Wの値

正常者の前庭頚反射の各パラメーターの値の平均値と標準偏差を表 2の上段に示す.参

考に,温度眼振の最大緩徐相速度 (SPVmax)についても示す.平均値は右Yが約7°.左

Yが約 5̀ ,右Wが約5●,左Wが約 Soであったが,いずれも標準偏差が大きかった.

各パラメーターのうち,正の値を取るものの割合は右Yが81.1%,左Yが83.8%,右lVが

75.8%,左Wが82.4%であり,残 りのものは無反応ないし負の値であった.

SCD患者の前庭頚反射の各パラメーターの値の平均値と標準偏差を表2の下段に示す

.参考に,SPVmaxについても示す.平均値は右Yが約 9●,左Yが約70,右Wが約6°

,左lVが約6●であったが,いずれも標準偏差が大きかった.各パラメーターのうち.正

の値を取るものの割合は右Yが91.7%,左Yが87.3%,右lVが84_3%,左Wが84.9%であ

り,残りのものは無反応ないし真の値であった.

前庭頚反射のバラメ-ターのうちYの値と,SPVmaxの値について,度数分布を図5に示

す.Yの度数分布のバターンは正常者とSCDで大きな違いはないが,SPVmaxの度数分布

を見るとSCDにおいてSPVmax-0の例が多いことが正常者との相違点である.

/fiに述べるように正常者においてはYとWが咋齢と抑r泣け ることが判っているので.JII

I,T;者とSCD,/i:･.者のY.WのflTIを比較する際には咋f7'TBのmaLchlngが必嬰である.今rdの根

笠対象とした正','･;(.'者全員をSCDとの比帖校訂の対敏とすると柿日揮の年齢が=J･ほ ってしま

うため.JII77'.'者38名のうち若年者が.lJil,11したfjJlLJ】の 7名をP,77.外してSCDと咋齢をあわせ

た.

).r毅 :

正常者 (SCDに)･=ノてagc-nBLchcd) :31名.咋齢-49.13±1269J'ik

SCD.li'･.者 .63名.咋齢-52.19±l1391Jjl
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Y VV SPVmax

正常者 右耳 7_05士8.18○ 4ー73±6.25° 25.81±13.79●′S

注水時 ∩=37 ∩=33 ∩=38

左耳 5.04士4.84● 5.38士5.42● 23.88士13.51●/S

Y VV SPVmax

SCD 右耳 9.37±7.70○ 6.16±5.48' 20.81士15.23■/S

注水時 ∩=60 ∩=51 ∩=56

左耳 7.52±7.58● 5-55±6.37● 22.80士19_96●′S
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平均化および標準偏差



比較検討の結果 :

正常者とSCDの間で前庭頚反射の各パラメーターとSPYntaxを比較 したが.し､ず

れの項 目でも有意差はなかった (表 3).

正常者においてはYとWは年齢が高いほど大 きな値をとった.言い替えれば若年の正常

者においてはYとWは比較的小さな値をとった.これに対 して,SCDにおいては若年者

でもYとWが比較的大きな値をとる症例があった.この点について明 らかにするために各

群を45歳未満と45歳以上に分けて次の様に比較検討 した (正常者は初期の若年者 7名を含

む).

比較検討の結果 :

正常者 (45歳未満)とSCD (45歳未満)の間で前庭頚反射の各パラメーター

とSPVnaxを比較 したところ,右Yは SCD (45歳未満)のほうが正常者 (45歳未

満)より有意に大 きな値を示 した.左Y,左Wでは SCDのほうが正常者 より大

きな値をとる傾向があったか有意差はなかった (表 4)

正常者 (45歳以上)とSCD (45歳以上 )の間で前庭頚反射の各パラメーター

とSPVmaxを比較 したところ.右SPVnuxは正常者 (45歳以上)のほうが SCD (45

歳以上)より有意に大 きな値を示 したが,他の項 目では有意差はなかった (表 5
).

〔2]Y.Wと温度眼振最大緩徐相速度 との関係

Y,lVと温度眼振最大緩徐相速度 (SPYTraXと略記)との相関関係を積訂 した.正常者に

おいては表 6に示す通 り,YとWはそれぞれSPVmaxとの間に正の相関関係を有 していたが

,SCDにおいてはY.Wのいずれ もSPYmaxとの間に相関関係がなかった.2つの被検者

群におけるYとSPVmaXの相関関係を表すグラフを図 6に示 した.正常者においてはSP＼●nax

が20o/sec未満の小さな値を取る場合にはYの値は全例で10●未満に収 まっているのに

対 して.SCDにおいてはSPV陀Xが20o/sec未満の小さな値を取 る場合でも10●以上の

大 きな値を取 るものが多 く認められることがわかる.正常者においてはSPVmaxが Ooの例

はなかったが,SCDにおいて(まSPVmaxが 0●の例か少なからず認め られ しかもこれ ら

の例においてもYは 1例を除き全て正の値を取った.

SCDにおけるYとSPVmaxの相閑関係を病聖別に示 した (図 7).Joseph病以外の各群

とも広範囲に分祁 しているが.SP＼′nuxが 0°の症例は左耳での 1件を除きすべて追伝歴の

ある症例であることがわかる.病型別の詳細なデータ帥折は),rlJの論文で印告する-T･左であ

る.

[3]Y.Wと咋齢との和Iもu

Y,＼Vと被根者の咋 齢との矧 捌it-J係を根許 し1=.夏ミ了に示す)由り,正･.:;･',者においては Y

とWはそれぞれ年齢との脚 二正の相関側係を有 していた - すなわちYと＼＼'は咋肺が高い
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被検者群 平均 標準偏差 件数 検定籍果

*# 正常者 49.13 12_69 31- rlSl

SCD 52_19 13.39 63

右SPVmax(●/ S) 正常者 27.1614.1831n S.SCD 20.8115.2356

左SPVmax(○/S) 正常者 26.4113.3431nS.SCD 22.8019.9558

右Y(○) 正常者 8.18 8.57 30 nS.SCD 9.37 7.69 60

左Y(●) 正常者 5.75 4,95 31 rlS.SCD 7.52 7.58 55

右W(●) 正常者 5.51 5.62 26 nS.SCD 5.43 5.48 51

左W(') 正常者 5.26 5.36 29 rlS_



被検者群 平均 標準偏差 件数 検定結果

年齢 正常者(45歳未満) 31.47 5.93 17- nS.

SCD (45歳未満) 33.65 8.33 17

右SPVmax(○/S) 正常者(45歳未満) 20.69 12.33 17 ∩_S.SCD (45歳未満) 26.07 19.65 15

左SPVmaX(○/S) 正常者(45歳未満) 17.32 10.96 17 ∩.S.SCD (45歳未満) 18.74 23.83 14

右Y(○) 正常者(45歳未満) 3.57 3.20 16 p(0.01SCD (45歳未満)10.02 8.22 16

左Y(○) 正常者(45歳未満) 3.38 4.70 16 ∩.S.SCD (45歳未満) 5.57 9.71 14

右W(○) 正常者(45歳未満) 3.44 6,1816 n_S.SCD (45歳未満) 3.41 5.17 13

左VV(○) 正常者(45歳未満)2,463.7614 ∩.S.

被検者群 平均 標準偏差 件数 検定結果

年齢 正常者(45歳以上) 56.48 6.84 21- rlS.
SCD (45歳以上) 59.04 6.66 46

右SPVmax(○/S) 正常者(45歳以上) 29.94 13.79 21 p(0.005SCD (45歳以上) 18.89 13.02 41

左SPVmax(○/S) 正常者(45歳以上) 29.19 13.24 21 ∩.S.SCD (45歳以上) 20.92 18.85 44

右Y(○) 正常者(45歳以上) 10.19 9.36 21 ∩.S.SCD (45歳以上) 9.14 7.59 44

左Y(○) 正常者(45歳以上) 6.30 4.65 21 ∩.S.SCD (45歳以上) 8.19 6.42 41

右W(●) 正常者(45歳以上) 5.94 6.27 17 n.S.SCD (45歳以上) 7.10 5.33 38

左VV(●) 正常者(45歳以上) 7.42 5,54 20 ∩.S_



正常者 相関の有無 相関係数 回帰直線 チ-タ載

右YvsSPVm∂× p<0_01 0.51 右Y=-0.65+0.30XSPVmax 37

左YVsSPVmax p<0_01 0.51 左Y=0_71+0_18XSPVmax 37

右州 VsSPVm∂x p<0.05 0.36 右VV=0.82+0.15×SPVmax 33

左WvsSPVmax p<0.01 0.66 左W=-1_11十0.27×SPVmax 34

J scD 相関の有無 相関係数 回帰直線 テ'-タ数

右YvsSPVmax ∩.S_ 55

左YVsSPVmax ∩_S_ 53
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図7-2

正常者 相関の有無 相関係数 回帰直旗 データ数

右YVs年齢 p<0_01 0.56 右Y=-7.58+0.32×年齢 37

左YVs年齢 p<0.01 0_45 左Yニー2.29+0_16×年齢 37

右VVvs年齢 p<0_05 0_38 右W=-2.80+0.17×年齢 33

左VVvs年齢 p<0_01 0_56 左W=-4.60+0.21x年齢 34

SCD 相関の有無 相関係数 回帰直穎 データ数

右Yvs年齢 ∩ .S. 60

左Yvs年齢 ∩_S_ 55

右Wvs年齢 nS. 51

左Wvs年齢 nS. 53



ほど大きな値を示した.これに対してSCDにおいてはY,Wのいずれも年齢との間に相

関関係がなかった.参考までに,末梢神経疾患患者 (末梢前庭由来のめまい,末梢性顔面

神経麻軽など)においては左右のYは年齢との問に正の相関関係を有 していたが,左右の

Wは年齢との間に相関関係がなかった.

図8に正常者とSCDにおけるYと年齢との相関関係を表すグラフを示 した.SCDに

ついては病型別にデータをプロットしたグラフも別に示 した (図9).Holl杷S型や遺伝歴

のか ､OPCAと比較して帖nzel型が低年齢に分布 しているがこれはそれぞれの病聖の特

徴から当然の結果であろう.その他には病型別に特徴的なことは言えないように思われる

[4]Y,Wおよび温度眼振の時間経過

Y,Wの記録において,①頚反射開始の時点,②pユateauに達した時点,③plateauが終

了し原点に向かって戻り始める時点 ①原点に向かって戻る動きが終了した時点の4つの

時点を注水開始時を起点として計測した.温度眼振の綬徐相速度が最大となる時点 (閃ak

tirre)と温度眼伍の終了した時点 (endtime)も同様に計測した.

表8に正常者における4つの時点の平均値,標準偏差,例数を示 した.②,③,①の各

欄の下に,その時点での各パラメーターの値の平均値,標準偏差,例数を示した (①の時

点は各パラメーターの原点に相当する).

YとWの記録の全体像として概ね次の様なことが言える.すなわち,注水開始から30秒

で動きが始まり,1分40秒か ､し2分の時点まで動き続けてplateauになり,2分20秒な

いし3分の時点から原点に向かって戻 り始め.4分40秒か ､し5分30秒の時点で戻る動き

も終丁する.戻 り終わった時点でもY,Wは完全に原点の位置までは戻 りきっていか ､(

図10).

表9に正常者およびSCDにおけるデータを並へて示し,比較検討した.YとWの記録

波形の4つの時点に至る時間は正常者とSCDで有意差はなく,温度眼振の綬徐相速度が

最大になるまでの時間も両群で有者差はなかった.これに対 して,温度眼振が終了するま

での時間は正常者のほうがSCDと比べて有意に長かった.
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①頚反射開始 ②plateau到達 @plateau*JT

右 Y 30.29±4,99秒 107.64±32.48秒 175,78±74.79秒
28例 28例 18例

7.93±8.46度 6_81±6,87度

右W 32.43±6_11秒 103,65±39.93秒 137.65±44_75秒 288.60±160.95秒
23例 23例 17例 10例

3.97±5.39度 3.29±5_10度 0.74±3.13度

Feaktirrxe endtirre

右 54.86±7_89秒 180.86士37,68秒

(分類反射開始 ②plateau到達 @plateau*了 唱)戻 り終了

左Y 31.55±5.61秒 104.17±19_97秒 161,17±59.48秒 328.44土116.43秒
29例 29例 18例 9例

5.65±1,69度 5.31±4.63度 2.94±2,55度
33例 ∃l例 22例

左W ヨ∋.21±6.SI秒 120.1Ll±59.97秒 159.の±81_82秒 289,78±141.66秒
28例 28例 18例 9例

5.54±5.41度 5_51±5.50度 3.86±4_36度

Feaktime endtin℃

左 58.32±12.28秒 188.78±35.32秒



披検者 ①額反射開始 伽 latenu到達 敬)lat飽u終了 ⑥戻り終了

右Y正常者 3).29±4.秒 1g7_64±32.48秒 175.78±74_79秒 2氾ー83±128.84秒
28例 2B例 18例 6例

SCD 32.62±6.11秒 129.%±62.52秒 177.37±70_40秒 391.32±164.4兎少
45例 45例 38例 25例

被検者 ①勤胡寸開始 (a)lateAU書け達 忠)lateAu終了 ⑥戻り終了

右W 正常者 32.43±6.11秒 103.65±39.93秒 1罰.65±44.巧抄 2&.W±160.秒

23例 2〕例 17例 10例

SCD 31.31±5.1諦少 101.77±44.89秒 131.42±38.三氾秒 362.43±142.54秒
39例 39例 ∃l例 14例

被検者 fXBaktintt eTdtine

右 正常者 54.86±7.89秒 1弧 払±ヲ7.組秒

ni-TJ 36例 36例

SCD 52.刃±14.44 153.04±21.Z7秒
43例 45例

被検者 ①取頭相桝 伽 lateaL丘吐達 ③)lat飴l上終了 ⑥戻り終了

左YI正常者 31.55±5.61秒 104_17±19.g7秒 161.17±59.4錬41ヨ25_44±116.43秒

29例 ∂例 18例 9例

SCD 31.37±7.40秒 113.18±5).秒 163.∞±59.7確♪ 348.62±g7.95秒

35例 39例 35例 21

被横着 ①取朝寸開始 ②plateau到達 (勤)lateau糸7 ④戻り終了

左W 正常者 33.21±6.51秒 1Z).14±59.g7秒 159.∞±81.82秒 289.78±141.66秒
28例 28例 18例 9例

SCD 31.65±6.BB秒 1(近.94±35.46秒 lea,67±75.89秒 2万.07±131.9秒
34例 34例 Z7例 14例

被検者 野水tiーre erdti打だ

左正常者58.32±12.a秒1弘78±35.32秒

眼振∫ 37例 37例

SCD 54.43±17.万秒 170.40±40.69秒
44例 45例



[参 考 :全 411症 例 に お け るY,S,W]-

[対象]

1987年2月か ら1990年3月までに都立神経病院神経耳科で平衡機能検査を施行 した神経

疾患患者 373名と正常被検者38名,合計 411名 (男 ‥女-218:193)を対象とした.疾患

別の内訳を表10に示す.

表10 検査対象者

脊髄小脳変性症

脳梗塞

パーキンソン病

多発性硬化症

めまい (中枢性を除 く)

脳出血

パーキンソン症帳群

進行性核上性麻軽

症性対麻疫

脳腫療

系統変性疾患

椎症

例日

40

32

25

21

12

12

12

9

9

6

6

612

38

計 411例

[結果〕

1.1′.S,Wの値

全披柁者の前庭節反射の'6パラメーターの(lTlの平均TL71,朋 li偏差を示す (91日).参考

に.7LTJLJ馴月接の渦大紹絵絹速度についても示す.平均値は右Yが約10o.左 Yか約 90

右Sが約 7nm 左 Sが約 5nmL右Wが約5o.左Wが約5｡であったか,いずれ Jo標準偏

差か大きかっ/I.各パラメーターの うち,正の他をj映るものの割合は右Yか91.0%,左Y

が92･0%,右 Sが627%,左 Sが529%.右Wが829%,左Wが830%であ り,9-Rりの も

のは無反応ないし負のlL玉であった
-6-

Y S VV SPVmax

全症例 右耳 9.75±8.89○ 6.91±10.14mm 5.40±5.98○ 21.68±14.14○/S

注水時 ∩=379 ∩=322 ∩=327 ∩=374

左耳 8,70±8.20○ 5.12±10.17mm 5.21±5.76○ 22.38±18.27○/S

2.Y,S,Wの相互関係

1被検者 ･1検査におけるY,S,Wの相関関係について検討 した,表12に示す通 り,

右耳注水時,左耳注榊 寺ともに,YとS,YとWおよびSとWのいずれの組み合わせでも

正の相関関係が認め られた.特に,SとWは互いに弓如 ､相関を有 していた.

衰12

∫r 相関関係の有無 相関係数 回帰直線 データ数

右Y:右SJl p(0-01 0.37 右Y=7_35+0,31×右S 312

左Y:左S p(0_01 0_25 左Y=7,32+0.20×左S 298

右Y..-/]-W p(0.01 0.30 右VV=3_37+0.21×右Y 318

左Y:左VV p(0_01 0,28 左VV=3.44+0.21×左Y 310

巨 S‥1]-W p(0_01 0.72 -1=TW=2_63十0_40×右S 291



l 参 考 :他 の 神 経 疾 患 に お け る . 表13

前 庭 頚 反 射 J 右Y l - 右SPVmax

前出の411例の被横着のうち,馴 致が比較的多い疾患としてバ_キンソン病 (PA, PA 8.4n5-!27;56' 4.3n7=i2478° 18.65ni=8i620.'S

妄警 芸慧志望霊芸霊 器 差孟警 告票差三三.T孝 志書芸書芸言霊諾買讐 ま雷雲慧冨 正常者との差 ns. ∩-Sー ‥=…~論 -;言一一一J-…

票差芸震 芸墨 =p霊 ,,E讐 誓警芸三三三.とWのみを取 り上げた.加えて温度眼振の点 pSP 11.n8=0.il8ー47○2.ln9=i85J41○ 13.62nt=1.2..76○/S

[結果〕 ■ 正常者との差 n.S. ∩.S. p(0.025

Ybp,.;,き芸孟夏芸子冨諾 言霊 ?至芸Fi'主冒fL'妄言芸71p3Cs=雷よ芸.I_悪霊芸王芸芸忘 正常者 7.On5=i38;8○ 4.7n3=i36325● 25ー8lnt__133i79./S
が大きなYを示 したためであり,70歳以上の正常者のデータはないので単純な比較はでき

三三表芸芸三宝話 芸完 芸{?I,Lif芸書芸至芸 芝霊芝誓言誓 言{Ei3E3誓 霊,と習誓言Lbi L 左Y - 左SPVmax

52-78嵐 正常者は22-69歳までの年齢分布を示 した.そのため,1)70歳未満のPAと PA 11.71±9.69○4.10±6.87. 23.74士10.09./S30歳以上の正常者 (表14),2)70歳未満のPSPと50歳以上の正常者 (表15)の比較を ∩=30 ∩=28 ∩-27

行-た.PA,PSPともに7年齢を-ツチン2-Lた正常者と比凱 てSPV,.axが小さな値ー 正常者との差 p(0.0.5 ∩.S. 言; ------
を示 したが,Y,Wは有意な差がなかった.温度眼振の低下については脳幹障害を直積に

反映 したものと考えられる. PSP 10ー89±8.28○4.74±7.48○ 11.13±16.44./S
∩=11 ∩=10 ∩=9

正常者との差 pく0ー005 ∩.S. pく0.025

■ iE富者 5.On4-t34,84○ 5.3n8-i35f2○I23.88nt-l33671○/S

年齢

PA 61.97±12.40歳
∩=32

l 正常者との差 p(0_005
PSP 68.00±7.74歳

ー ∩=12

正'.T;者との差 p(0.005

正'.ち;.I;者 45.29±14.12歳
∩=38

-8-



70歳未満の 6.29±5.51○ 3.55±4.47○ 17.74±9.58°/S
PA ∩=19 ∩=17 ∩=20

･正常者との差 ∩.S. ∩.S. p(0.005

30歳以上の 8,53±8.55● 5.48±5.77○ 28.41±13.30○/S

左Y 左VV 左SPVmax

70歳未満の 9.00±8.56○2.57±7.13○ 18.20±12.48○/S
PA ∩=20 ∩=18 ∩=20

正常者との差 ∩.S. ∩.S. ∩_S.

30歳以上の 5.67±4.26○ 6.17±5.22○ 26.91±13.369/S

年齢

70歳未満の 55.67±10.77歳
PA ∩=21

正常者との差 ∩,S,

30歳以上の 50.97±10.80歳

右Y 右W 右SPVmax

70歳未満の 8.47±5.95° 2.90±4.59○ 9.11±6.58°/S
PSP ∩=7 ∩=5 ∩=7

正常者との差 ∩.S, ∩.S. p(0.005

50歳以上の ll.31±9.27○7.21±5.98○28.41±13.30○/S

左Y 左VV 左SPVmax

70歳未満の 5.54±2.81○ 5.73±5.07○ 2.86±4.27°/S
PSP ∩=7 ∩=6 ∩=5

正常者との差 ∩.S. ∩_S. p(0_005

50歳以上の 6.92±4.19○ 8.38±5.17○ 28.06±13.93○/S

年齢

70歳未満の 62.43±5.21歳
PSP ∩=7

正常者との差 ∩_S,

50歳以上の 58.65±5.50歳



〔考棄]

外耳道に温度刺激を与えることによって生ずる前庭反応には眼振の他にいくつかのもの

が考えられる.大脳への出力は自覚的なめまい感をおこし,自律神速系への出力は心拍数

の変化などの自律神経反射をおこし,脊髄-の出九 すなわち前庭脊髄反射は筋緊張の変

化をおこす_前庭脊髄反射についてはhlaBnusanddeKleijn(1912)1以来現在に至るまで

基碇的な研究は数多く行われており,ttoZ.前田 ユの総説に詳しくまとめられているか,

ヒトにおける前庭脊髄反射の研究は意外に少ない.眼鼠 すなわち前庭眼反射についての

塩床的研究の膨大さに比べ際立った点といえる.ヒトでの前庭背馳反射の現れとしての重

心動揺やひらめ筋筋電図については比較的多くの報告が行われているが,前庭脊髄反射の

1つである前庭賓反射に注目した報告は著者の知るかぎり極めて少な く,Henrikssonら4,

HenrikssonらS,hlowitzら6,Spector7,0uterbridgeら8,Hinokiら9,二木ら川 ,石井

ら)),石井ら12の報告を見るのみである.これは,眼振か電気眼振計によって比較的容易

に計測 ･記録できるのに比べ,臨床例で前庭頚反射を簡単に計測 ･記録できる手段がこれ

までになかったためと思われる.著者は二木 ら10,石井ら.1,石井ら-2の方法にならい,

前庭頚反射の大きさを回転光縞センサーであるエンコーダーを応用 した ｢3次元回転枕｣

によって計測した.

文献的考察

Henrikssonら (1962) は̀臥位の被接着の後頭部に左右一対の空気枕を置きその圧差を

計測することによって.温度FR荘検査時の頭部の捻転運動を記詩した.引き続いて彼ら (

1962)5は25人の正常被後者に温度眼振検査を行なった.その諾果,次のような諾謁を述

べている. 1)冷水,注水のいずれの刺激でも頭部は温度眼振の頴徐相の方向に捻転した

2)頭部詮転の大きさと眼振の最大緩徐相速度は同一被検者においてはかなり一定して

いたが.被検巷間のばらつきが大きかった.3)自覚的なめまい感と頭部捻掛 i有意の相

関関係を有していたが.めまい感と眼掛 二は相関関係がなかった.4)頭部詮転は眼振と

比較して次に示す様な3つの点で異なった反応バターンを示した.すなわち,頭部捻転最

大値と眼抗の最大緩徐相速度の間には相関関係がなく,頭部捻転は眼振の最大緩徐相速度

より遅れて最大値に達し,また,眼振が終丁した後も頭部捻掛 i続いていた.なお,4)

に示 した理由からHenrikssonらは "頭部捻転はllR技との間に定量的相関関係がなかった,

としているが.この点については後に考察を加える.

HenrlkssonのグループのDolowitzらBは正･:･;(,'者.末梢迷路貯蓄./it.者,中枢神経挟.'Ll..'it.者

に対 して温度眼振根充を行った.その結IAi.末梢迷路脚寄./Lt.者のうち前庭神経炎,先天性

高度感昔吏糾忠,=r郎性物1;壬によるPIT塔 ではFりモ脈.めまい.ラfi部捻転ともにJII':.;{,'者より減弱
していること.メニエール病では旧鼠 めまいは減弱しているが9-fi部捻椋はJII':I;(.Iをこと,

逆に,中枢脚監'iL.者のうち馴 n'JII'毒炎においてはIFJ･tt脈とめまいはJII',弓T,'者と'狂わりないものの

頭部捻転が減弱していることを述べており.前庭Hl-1反射と前庭辞髄反射とではIW与する機

粥が与等なっている可17乾性があると考察している.

specLor7はllenrlkssonら日 と同じ原理の空気枕をFllいて125名の正子;･','者に桝 はL交互検査

を行ったか,9-n部は7.L7LliErlLWiの緩徐相方向と急速相方向の両方に相半は して捻転運動した
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といい,この方法は技術的に問題があると述べている.

OuterbridgeらIは頭部にサーチコイルを装着 し滋界中に入れることによって頭部の回旋

運動を計測した.身件を乗せたターンテー7一ルを回転させると頭部は前庭頚反射によって

回転台の回転加速度方向とは逆に回転すると報告 した.

Hinokiら'はstrain-gaugeを用いて頭部運動を計測し,ヒトを回転させたとき頭部と眼

球の同期的運動が生ずることを報告した.

今回著者の使用した "3次元回転枕hによる前庭額反射の計測については二木ら川 ,石

井らll,石井ら'Zがこれまでに報告している.これら3つの報告の内容を要約すると,1

)正常者では冷水注入では頭部は温度眼荘緩徐相方向に動いたが,温水注入ではそのよう

な規則性はなかった.ちなみに,これは冷水注入時の反応についてはHenrikssonらSと一

致するがS搾CtOr7とは一致せず.逆に温水注入時の反応については前者とは一致せず後者

と一致する.今回の著者の症例の検討では冷7如主入時の反応については二木ら18,石井ら

lJ,石井ら■2と同様の結果を得ているが,温水注入は一部の症例にしか施行していか ､.

二木ら川 ,石井らl),石井ら12の報告では正常者の数は6名なので温水注入時の反応につ

いては今後例数を増やして検訂する必要がある. 2)中等皮迷路機能低下例では温劇 月坂

の低下に比べ,前庭脊髄反射は比較的保たれていた.3)高度迷路機能低下例では前庭額

反射の残存はばらつきが多く一定しか ､が,両側高度迷路梯能低下例で前庭頚反射が残存

している例ではJunbling現象が生ぜず,前庭頚反射の障害とJumb日nB現象との関連が示唆

された.

今回の検査結果について

冒頭に述べたとおり温度眼琵検査時の頭部運動はYawinB.SlidiTlg,RotliTtg(Wi搾rjnB)

の3つのパラメーターで過不足なく記載することができる.一口に頭が右に動 くとか左に

動 くとか言っても実はY,S.Wのそれぞれについて動きが右向きか左向きかを記載しな

ければならないbけであるが,このような読点で前庭頚反射を記載 したのは二木らが初め

てである.帖ttler'コは頭部は頚椎の軸に沿った回旋をする場合と側方-傾斜する場合が

あり.頭部運動を記戟する場合には師 (あるいは後頭部)が右に動 くとか左に動 くとか記

載すべきであると述べているが.節 (あるいは綾頭部)の 1つだけの動きで回旋 (Y)と

傾斜 (W)の両者を表現することができか ,のは言うまでもない.実際,今回の被検者の

中にはY成分が右向き,W成分が左向きといったケースが少数ながら認められた.Henrik

ssonら一▲'Jの始めた左右 1対の空気枕を使用してその圧差からラ相 順 奇の力を計測する7)一

法は1つのパラメーターのみによる記lTi'であり誤附の/iIじる和 也かtJ:いという.L某は利,..まと

言えるが,逆にY.S.Wの3成分を知りたい似合には/̂∴‡となり,また,911部偏奇のjJ

を2-ラム糾立で表示されてt,それがBEi部の動きとしてどのiiT:J史の大きさなのか分からない

という欠点がある.前庭邦反抑 こよるjfi部逆動をY.S.Wの3成分に/I)けて111例とい

う多数の被後者について計測したのは本鞘告が初めてである.

正5,-者において前庭耕反射のパラメーターのうちYとWの記録は無反応のものを快さ大

多数の例で概ね図10のようなバターンを示しt.:.注水.iiJ姑後.強い塩度眼振か出ている時
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期には外側半規管から前庭神経 ･脳幹を経て頚髄の薪筋運動ニューロンにいたる経路 (

cristo-spinalreflex)も活発に活動しているものと予想され 反応バターンの初期に見

られる-左方向への動きはこれを反映 したものと考えられる.頭部が-左方向に偏奇 した

時点では頚椎の捻転刺激を入力とし頚部筋肉を出力とする系 (cervico-collicreflex)

と頭部の傾斜刺激を入力とし頚部筋肉を出力とする系 (vestibulo-collicreflexのうち

耳石器由来の部分 - otolithoICOllicreflexまたはmaculo-collicreflexと呼ぶべきも

のと思われる)の2つの系が賦活され cristo-spinalreflexが弱まった時点ではこれら

2つの系により,偏奇 した頭部を元に戻そうとする動きが生ずるものと考えられる.反応

バターン上のplateauに引き続いて起こる原点方向への戻 り運動はこのメカニズムで説明

できると思われる.被検者の大部分は検査中に頭部が偏奇 したという自覚はなかったと答

えており,また,neo-corticaldeathの患者でも戻 り運動が認められており,戻 り道勤が

大脳レベルの活動によって起こったという可能性は低い.

[1]Y,Wの値

正常者の前庭頚反射 (Y,W)は平均値として正の値を取 り,また,被検者の80%前後

が正の値を取った.すなわちこれらのパラメーターは冷水注入の方向に動いた.これは

Henrikssonら一15,二木ら.O,石井 ら1',石井ら'2の報告と一致する (ただし,これらの

著者たちの言うように u全例で.とは言うことができない).SCDにおいてもY,Wの

いずれも平均値として正の値を取 り,YとWは被検者の90%前後が正の値を取った.多種

多様の神経疾患患者も含めた全411例のデータではSも含めて冷水注入方向に動 くものが

大多数であり,一般的にY,S,Wのいずれも冷水注入方向に動 くものと考えておいてよ

いと思われる.

正常者 (SCDに対 してage一mtChed)とSCDの問で前庭頚反射の各パラメーターと

温度眼振最大津徐相速度 (SPVmax)を比較 したが,いずれの項目でも有意差はなかった.

しかしこれは両群で全く差がなかったということではか ､.正常者においてはYとWは年

齢が高いほど大きな値をとった.言い替えれば若年の正常者においてはYとWは比較的小

さな値をとった.これに対して,SCDにおいては若年者でもYとWが比較的大きな値を

とる症例があり,年齢と前庭頚反射との相関は認められなかった.末梢神経疾食思者 (莱

梢前庭由来のめまい,末梢性の顔面神経麻痔など)については左右のYと年齢に相関関係

が認められた.このように,正常者においては前庭薪反射 (YとW)と年齢に相関関係が

詑められ,SCDにおいては認められか ､という事実はこれまでに鞘告がなく,その神経

学的背景についても不明と言わざるを得ないが,加齢による神経回路網の安化と同様の過

程が若年のSCD悪者において生 じているという77]'ll'ヒ件は考えられる.

若年者 (45歳未満)のみを対象として正･,-;!,'者とSCDを比較したところ,右YはSCD

のほうが正常者より有ii･';に大きな伯を示した.左Y.左WではSCDのほうがJt'.T;者より

大きなflTIをとる傾向があったか.両群ともばらつきが大きく.有JIL･';差はなかった.45IJiE以

上のみを対象として正常者とSCDを比恨したところ,YとWは両群ともほほ同様の伯を

示した.なれ 温度順脹倍大誰徐相速度 (Sl'Vn切X)はJT･.1{,'者のほうがSCDより大きなllLLt

を示し,右耳では有意T-あったか,左耳では有鴬差はなかった.前庭労収 肘の大きさは45

歳以上の群については正･.W,･者でもデータのばらつきが大きかったが,45歳未満の牌 こつい
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ては正常者では比較的ばらつきが小さく･平均+2gか右Yで997｡･左Yで12.78｡と

なることから･ "45歳未満の症例で右Yが10｡･左Yが13.を超えるものは異常と判定し

てよい,ものと考えられた･さらに,45歳未満の末梢神経疾患思者に- ては平均+20

が右Yで9･440.左Yで10･890と正常者とはば同様の値を取ることから.若年者におい

てYが前記の条件を越える値を取る場合 (SCDでは少なからず認められる),SCDに

特異的とは断定できか -ものの･何らかの中枢神経系の障害を反映 したものである可能性

が考えられ さらには正常者の中枢神経系においては前庭頚反射に対 して抑制的に勧く系
が存在することが推察された.

[2]Y,Wと温度眼振最大緩徐相速度との関係

正常者においてはYとWはそれぞれ温度恨振最大緩徐相速度 (SPVrrRX)との間にiEの相

関関係を有していた･この点はHenrikssonら5の報告と相違 しているが,前庭頚反射の大

きさが末梢前庭入力の大きさに依存していると考えれば正常者でこのような相関関係かあ

っても不思議ではない･これに対 してSCDにおいてはY,WともSPVnRXとは相関関係が
なかった.

正常者においてはSPYrTRXが20o/sec未満の小さな値を取る場合にはYの値は全例で10

o未満に収まっているのに対して,SCDにおいてはSPVrTRXが20｡/sec未満の小さな値

を取る場合でも10o以上の大きな値を取るものが多く認められた.正常者においてはSPl/m

axがOoの例はなかったが一家族性のSCDに- てはSPVnaxが0｡の例が少なからず認

められ,しかもこれらの例においてもYは1例を除き全てiEの値を取った.温度眼振と前

庭頚反射との解離現象についてはDolowitzら竹 報告している.この報告によれは,メニ

エール病では前者が減弱･後者が正常だったのに対 して･髄膜脳炎では逆に前者が正常,

後者が減弱していた･また7症例が3例で,ijCq計学的に有意ではなかったものの,小脳僅癌

においては眼振が減弱,頚反射は増強してし､たという.bれわれのSCDの症例における

解離現象はDolowitzら6の小脳歴虜の結果に掛 以していると思われる.このことは正常者

において統合されている前庭眼反射 (図1で前庭神経核から上に向かう系)と前庭脊髄反

射 (下に向かう系)の2つの系がSCDにおいては異なった様態で障害されている可能性
を示唆しているものと思われる.

なお･前庭賓反射の各パラメーターをSPVnlaXで除した値 (Y/SPVmax,etc)およびそ

の道の値 (SPVnax/Y,etc)について正常者 (SCDに対 してage-nutched)とSCDの

差を検討したが,有音な差は認められなかった.分母か0になるケースが除外されたこと

1SCDにおけるデータのばらつきが大きかったことが関係 している.

〔3]Y,Wと年齢との相関

iE'･前者においてYと＼Vはそれぞれ咋齢とのf.･i)(=JIIのmr災)1k･)係を有してい/I- すなわち

年齢が高いほど前庭都反射は大きなlLb･を収った.その神経学的音誰は不明である.ijiC=前

庭都反射の伯か大きいというt=Iけでは=]･:-･i;,,･とは言えか ､ことになり.iii!,i･.;か必要である.

これに対 してSCDにか てはY･Wのいずれも咋齢とのf,I:JE二相IIW l係かなかっ[=.この

相違点については [2]T一考察を加えた.
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[4]Y,Wおよび温度眼振の時間経過

[正常者について]

HenrikssonらSは頭部捻転が最大値に達するまでの時間は注水開始から122+26秒 (左右

,冷水 ･温水の4施行の平均)であったとしており,今回の正常者に関するデータ (1分

40秒か ､し2分)とほぼ一致する.彼等は前庭頚反射の開始時点と終了時点は決定できな

かったとしている.今回の著者のデータでも記録開始時点 (25-30秒)から直ちに額反射

が開始するケースが少なからずあり,この場合記録開始時点を頚反射開始時点としたので

兵の意味での開始時点とは言えないものも含まれている.反応終了時については著者は充

分長時間の記韓を行ったので,前庭額反射の戻り運動の終了時点は4分40秒か -し5分30

秒であるとして問題か ､.ただし,戻 りの終了時点は標準偏差が大きく,7-8分に達す

るケースがあることも確かである.温度眼技が最大に達するまでの時間,温度眼振が終了

するまでの時間についてはHenrikssonら5と同様の結果が得られ また,前庭頚反射は温

度眼振より遅れて最大に達し,温度眼振が終了した時点でも前庭須反射は終わっていない

という点でも彼等と同様の結果であった.カロリックテス トの際,温度眼振が約 3分で終

了した後も,開眼足踏み運動をさせると10分ないし15分の時点でも身体の偏奇が認められ

,前庭刺激の影響が依然として残っていることが推察されるが,前庭額反射の持続時間が

温度眼杭の持続時間より長いという事実はこのことの 1つの裏付けである.

[正常者とSCDの比較]

Y,Wの記録波形の4つの時点に至る時間は正常者とSCDで有意差はなかった.温度

眼振の緩徐相速度が最大になるまでの時間も両群で有意差はなかった.これに対 して.追

度眼振が終了するまでの時間は正常者のほうがSCDと比べて有意に長かった.SCDの

中で,家族性のもの,病期の進んだものに温度眼振そのものが障害されるものがいること

は知られているが (水野ら141'S) .このような症例でも前庭頚反射は障害されていない

ことからくる結果であり,この点からも,正常者において統合されている前庭眼反射と前

庭脊髄反射の2つの系がSCDにおいては異なった様態で障害されている可能性が示唆さ

れた.

今回の研究により,SCDの一部の症例における温度眼振の減弱 ･消失は末梢前庭や前

庭神経の障害によるものではなく,中枢前庭系の障害によるものである可能性が示唆され

た.SCDの病糊の進行の過程において温度順振検査を見ていると.前庭眼反射の障害は

急速鳩球運動 (saccade)の附書と密丁安に関連 していることがわかる.この事実からすれ

ば前庭眼反射と前庭-#胤反射の印書の菱の病乃増=的な;,'qu掛 こついては.前庭神経核の内ftli

における印書の不均-と,前庭神経核より先の経路のPl.緒 の差の 2つの可能性が考えられ

るものの,後者のほうがSCDにおけるih7L皮目llnt検充の孟子,:-黙をより統一仙 二説明できるも

のとJLI､われる.

7LJ:ii.,今回の検査では当然ながらi.A.?L皮鵬族の検,75=.時に沖用‖ま自由にgiJJき'fqる条件になっ

ている机 このことがJT･.-i{,･者とSCDにおけるi.ll度IFlnJL-Ti持続日射,'日の差の原因になっている

とは考えにくい.
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[5]データの左右差について

以上 本論文においては全て左右耳の試行別に検査結果をデータとして呈示した.前庭

頚反射の値,温度眼振最大緩徐相速度との関係,年齢との相関,時間経過のいずれにおい

ても大部分のデータにおいては左右耳で大きな差はなかった.正常者とSCt)患者の前庭

頚反射の値の比較においては右耳で有意差があり左耳では有意差がか ､というような場合

があったか,この場合も,左耳では傾向として右耳と同様の差がありながらデータのばら

つきが大きいために有意差がなかったということであった.当然ながら外耳道への注水方

法などの検査手技は左右で同じであるが,検査は全被検者において初めに右耳,引き続い

て左耳という順番で行ったので,これがデータの左右差に何らかの影響を及ぼした可能性

がある.温度眼振検査を連続して反復施行すると次第に眼振が減弱してくることが知られ

ているが,前庭頚反射では右耳に裁き左耳を検査するというだけでも順序効果か ､Lhabi-
tuationの影響があらわれるのかもしれか ､. したがって本論文のように左右耳別にデー

タを処理するのは意味のあることと思う.

[結論]

外耳道温度刺激時の前庭賓反射の3成分のうち,YとWについて検討 した.

1.正常者においてはYとWは平均値として正の値を取 り,また,被横着の80%前後が正

の値を取った.すなわちこれらのパラメーターは冷水注入の方向に動いた.SCDにおい

ても正常者と同様に,YとWは冷水注水耳の方向に動 くものが多かった.参考までに.神

経疾患患者も含めた全411例のデータではY, S,Wのいずれも冷水注入方向に動 くもの

が多かった.

2.正常者においてはY,Wはそれぞれ温度眼振最大緩徐相速度との間に正の相関関係を

有していた.これに対してSCDにおいてはY,Wのいずれも温度膿荘最大緩徐相速度と

の間に相関関係はなかった.正常者において統合されている前庭眼反射と前庭脊髄反射の

2つの系がSCDにおいては異なった様態で障害されている可能性を示嘆しているものと

思われた.

3.正常者においてはY,Wはそれぞれ年齢との問に正の相関関係を有 していた - すな

わち年齢が高いほど前庭頚反射は大きな値を取った.SCDにおいてはY,Wのいずれも

年齢との間に相関関係はなかった.これも正常者における結果との相違点である.

4.正常者において, Y,Wについては記録の全体像として概ね次の様なことが言える.

すなわち.注水開始から30秒で動きが始まり, 1分40秒か ､し2分の時点まで動き続けて

p】ateauになり,2分20秒ないし3分の時点から原点に向かって戻 り始め, 4分10秒ない

し5分30秒の時点で戻る動きも終了する.戻 り終わったI畔,卓でもY,Wは完全に凧 崇の位

造までは戻りきっていない.SCDにおけるY,Wの日射['り経過はJII･.:;E.･者におけるY.Wの

日射E'"経過と大差なかった.温度=月収が終了するまでの日.'11=I,'iHiSCDのほうかJII･.:;.I.･者と比べ

て有慾に短かった.SCDの中に温JiEHli振そのt,a)か抑害されるものかおり,このような

症例でも前庭耕反射は相t害されていないことからくるi.i.:巣であり.この.･よカ､らも.JlI･.守;者

において競合されている荊庭胴反lJIと前庭幹胤反射の2つの系がSCE)においては_yL!-なっ

た様態で障害されている可肘 餌 示ヾ唆された.

5.45歳以上の被検者については正'.till-者でも加齢の七1,3哲で前庭郡反[肘が大きな(LIHをj【又る場

･-I41



合が多く,正常者とSCDで前庭頚反射の値に差は認められなかった.45歳未満の披横着

については前庭頚反射のうち右W以外の各パラメーターは正常者よりSCDのほうが大き

な値を示し,右Yでは託計学的有意差が認められた.

6.前庭頚反射の大きさは45歳以上の群については正常者でもデータのばらつきが大きか

ったが,45歳未満の群については正常者では比較的ばらつきが′J､さく,平均+26か右Y

で9.97.,左Yで12.78●となることから, 4̀5歳未満の症例で右Yが10o,左Yが13●

を越えるものは異常と判定してよい,ものと考えられた.さらに,45歳未満の末梢神経疾

患患者においては平均+26が右Yで9.44',左Yで10.89●と正常者とほぼ同様の値を

取ることから,若年者においてYが前記の条件を越える値を取る場合 (SCDでは少なか

らず認められる),SCDに特異的とは断定できないi)のの,何 らかの中枢神経系の障害

を示唆 している可能性があるように思われた.

[要約]

回転光縞センサーであるエンコーダーを応用 した "3次元回転枕【を用い,外耳道冷水

注入時に誘発される頭部運動 (前庭頚反射,VCR)をY (yavinB),S (slidir唱),

W (wipering,rolling)の3成分に分けて計測 した.正常者,脊髄小脳変性症 (SCD

),被横着全体のいずれの群においてもVCRは基本的に冷水注入側方向に動いた.正常

者群ではVCRの大きさと温度眼振最大緩徐相速度 (SPymax)の間に有意を正の相関があ

ったが,SCD群においてはVCRの大きさとSPYnaxの間に相関はなかった.VCRの記

隷波形の時間謹過上のバターン (VCRの最大値到達時間,終了時限 etc)は正常者と

SCDで差がなかったが,温度眼振の持続時間はSCD群が正常者より有意に短かった.

これはSCDの患者群の中には温度眼振自体が高度に減弱ないし消失 していた被横着がお

り,これらにおいてもVCRがほほ正常であったことによるものである.以上の結果はS

CD患者の中枢神経系において前庭眼反射系 (眼振)と前庭頚反射系の障害に解崇が存在

することを示唆するものである.
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